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まだまだあります！
ガイドラインの
まだまだあります！
ガイドラインの

見見どどこころろ
イメージカラーはイメージカラーは「紫」「紫」「紫」
　「博多まちづくりガイドライン２０１４」の

表紙は紫。江戸時代に筑前藩主黒田長政が幕

府に献上していた博多織に使われた紫、青、赤、

黄、紺の五色から選びました。また、博多区

のシンボルマークも、伝統ある寺社や山笠等

の祭りをイメージして紫を使用しています。

博多の伝統と風格ある感じが伝わりますか？

博多のまちも博多のまちも まちのイメージもまちのイメージも

　今回のガイドラインでは、協議会の活動を進める

上での参考にするため、博多だけでなく他都市のま

ちづくりに関する先進事例も多く紹介しています。

プロジェクトの視

察で訪れた柏の葉

（千葉）や大手町・

丸の内・有楽町地

区（東京）のまち

づくりについても

紹介しています。

　表紙や第５章の「博多のまちの将来像」で描かれているイ

メージスケッチ。こちらは前ガイドラインからあった２枚を

修正し、ゆとりある駅前広場の絵を新たに追加しました。フ

ラワーポットを用いた美しく広い歩

道など、歩いて楽しい、にぎわいあ

ふれる博多のまちが、紙面から飛び

出してくるようです。

「まちの　　　」「まちの　　　」「まちの　　　」目指すは目指すは

　いよいよ開発工事が始まった「博多駅中

央街南西街区」。平成２８年には大規模な

商業ビルとオフィスビルが揃ってオープン

し、博多のまちに新たな風を吹かせます。

　ところでこのエリアの開発を進める上で

は、なんと初代「博多まちづくりガイドライ

ン」が参考として活用されたんだとか！今回

策定した「博多まちづくりガイドライン２０

１４」も、これから進む様々なまちづくりの

指針となることを期待します。

ここでは全 75 ページにわたる「博多まちづくりガイドライ

ン 2014」の、ポイントを絞って説明します。もちろん今

後の協議会の活動でも重視していく大事なポイントになり

ますので、ぜひ頭に入れておいてくださいね。

地下鉄七隈線延伸(Ｈ32)を見据える

新しくなった駅の力を最大限に生かす

アクションプランで期待される効果

　 「防災」及び「環境（エネルギー）」
　 に関する活動を充実させる

　平成 32 年度に地下鉄七隈線が天神南～博多まで延伸します。

これによりキャナルシティ博多周辺に新しい駅が設置され、人の流

れも大きく変わることが予想

されます。この機会をチャン

スと捉え、博多をさらに魅力

あるまちにするための方針・方

策を記載しました。

　平成23年3月、九州新幹線全線開業と新博多駅ビルの開業が博

多のまちを変えました。これまでスーツ姿のビジネスマンが多かっ

たまちに、家族連れやカップル、外国人やお年寄りなど様々な人が

訪れています。駅に集まったあらゆる層の人達をまちへ送り出す、「駅

からまちへ、まちから駅へ」、まだまだ出来ることがあるはずです。

　今回の改訂では、ガイドラインに描くまちの将来像を実現させ

る具体的な方法を示すことに取り組みました。ガイドラインの中

で様々なまちづくりの手法を紹介するとともに、私たち協議会が

主体的に取り組む具体的な活動を「アクションプラン編 2014‒ 

2016」として定めました。まずは 3 年後に目指すべきまちの姿

を明らかにし、その実現に向けた活動を段階的に示すことで、ガ

イドラインに描く将来像実現を着実に進めます。

・具体的な活動を示すことで、まちづくり活動を広く知っても

　らうことができ、参加者が増える。

・優先的に取り組むべき事項が分かりやすく示される。

・取り組みの成果と課題が見えるようになり、会員のモチベー

　ションの維持・向上につながる。

・アクションプランがあることで、継続的な活動が展開される。

（1) 商業施設の開業により、まちの新たなターゲットとなった、女

　　性や家族連れに焦点を当てた取組みを充実させる。

(2) 主軸となる通りの特徴を明確にし、それぞれの通りに合った取

　　組みを充実させることで、駅に集客した人をまちへ回遊させる。

(5) 天神やウォーターフロント地区との連携を深め、エリア相互の

　　回遊性向上などに取組むことで、福岡都心部が一体となった

　　まちづくりを推進する。

(4) 博多駅筑紫口が、おもてなしの玄関口としてふさわしい姿に　

　なるよう、交通問題の解決を糸口に将来像を具体的に検討し　

　ていく。

(3)既存の公園やみどりを活用した取組みを充実させる。

(2) 七隈線延伸後、「はかた駅前通り」が更に歩いて楽しい魅力あ

　　る通りになるための取組みを充実させる。

　過去に博多も経験した大水害や地震の被害、そしてまだ記憶に

新しい東日本大震災･･･防災は今や全国共通の課題となっていま

す。また、合わせてエネルギー問題も重要視されるようになり、

博多が安全で安心して過ごせるまちになるためには、このような活

動にも取り組んでいかなければなりません。

(1) 博多のまちにおける災害を想定した帰宅困難者対策や備蓄など

　　の事例を示し、まち全体の防災意識を高める。

(2) 環境にやさしい公共交通利用促進など、省エネや創エネの取り

　　組みを充実させる。

(1）ガイドラインに沿った将来像実現の参考となる制度の活用事

　　例を具体的に示す。

(2) ガイドラインにもとづき、協議会としての活動目標や活動のス

　　テップを示した「アクションプラン」を作成する。

(1) 新設される“中間駅（仮称）”の整備に伴い、新たなにぎわい

　　拠点となるような空間づくりを促進し、集客した人をまちへ回

　　遊させる取組みを充実させる。

「はかた駅前通り」は博

多のメインストリート！歩

いて楽しい歩行者中心の

通りにしたい。通りを使っ

たイベントがあれば、ま

ちのにぎわいも広がりま

すね。

災害が起こったらどこに避難したら

いいのか？食べ物は足りるか？帰宅

困難者はどれくらい発生するか？そ

ういう情報を共有することが、ま

ずは大切だと思います。

筑紫口には便利なホテルや飲

食店がたくさんあります。訪

れた人が新幹線を降りて最初

に目にする場所だから、おも

てなしの気持ちを感じられる

場所にしていきたいですね。

まちの将来像だけで

なく、協議会の具体

的な活動も共有でき

るものがあると、会員

も参加しやすくなると

思います。
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3 ガイドラインの実効性を高める4
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博多まちづくりガイドライン 2014 だ！博多まちづくりガイドライン 2014 だ！

完

ガイドライン 2014 だ！ガイドライン 2014 だ！

全

ガイドライン 2014 だ！ガイドライン 2014 だ！

攻

ガイドライン 2014 だ！ガイドライン 2014 だ！

略

ガイドライン 2014 だ！ガイドライン 2014 だ！
！

すね。

はかた駅前 ”どんたく” ストリート

福岡地所 ( 株 )
溝口 直美さん

清水建設 ( 株 ) 九州支店
田中 秀さん

西日本旅客鉄道 ( 株 ) 新幹線管理本部 福岡支社
長野 文彦さん
西日本旅客鉄道 ( 株 ) 新幹線管理本部 福岡支社
長野 文彦さん

( 独 ) 都市再生機構 九州支社
黒田 順子さん

HAKATANDAYORI  -  2014.03HAKATANDAYORI  -  2014.03




	16号_表06_表4修正OL_1P.pdf
	16号_裏05_2-3P
	16号_表06_表4修正OL_4P

